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我々の体を構成する細胞は、μm サイズの核から nm サイズの分子に至るまでの、幅広い

階層を持つ構造の複雑な相互作用によって成り立っている。軟 X 線は波長がおよそ数 nm の

電磁波であり、細胞の大部分を構成する炭素・窒素・酸素などの元素の吸収端をその波長域

に有している。そのため、軟 X 線を利用したイメージングと分光分析を組み合わせた顕微技

術は、細胞内の元素や化学状態を生体分子のサイズに匹敵する空間分解能で観察するポテン

シャルを有している。 

従来の軟 X 線顕微イメージングの分解能と感度は、結像光学系の精度の問題から、入射

波長と比較して大きく悪化したものとなっていた。タイコグラフィ[1]は 2010 年代以降に急

速に研究が進展しているレンズレスイメージング手法で、結像光学系の役割を計算機に担わ

せることで、軟 X 線で 10 nm 以下の高い分解能が報告[2]されている。本発表では、SPring-8

や SACLA などの先端 X 線光源を利用したタイコグラフィを中心とした顕微イメージング技

術の開発や、その細胞イメージングへの応用について紹介する[3-5]。 
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